
☆
読
書
感
想
文
集
の
校
正
基
準 

   

１ 

本
文
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 

○ 

感
想
文
集
と
な
っ
て
県
下
に
配
布
さ
れ
る
の
で
、
特
に
人
権
に
関
わ
る
文
章
に
は
気
を
つ
け
る
。 

 
 
 
 
 
 

○ 

明
ら
か
に
特
定
の
人
物
が
判
明
す
る
文
章
に
な
ら
な
い
よ
う
、
表
現
の
変
更
を
お
願
い
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

○ 

す
べ
て
の
名
前
は
、
応
募
票
や
学
校
に
問
い
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
厳
重
に
確
認
す
る
。 

   
 
 
 
 
 

① 

書
籍
名
に
つ
い
て 

 
 
 

書
籍
名
は
題
名
・
本
文
・
短
評
・
概
評
は
す
べ
て
『 

』
で
く
く
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

た
だ
し
、
題
名
は
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
考
え
て
つ
け
る
の
が
望
ま
し
く
、
題
名
・
副
題
に

書
籍
名
を
用
い
る
必
要
は
な
い
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 

長
い
題
名
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
印
刷
業
者
に
一
任
す
る
が
、
ス
ペ
ー
ス
等
の
希
望
は
入
れ
て
お
く
。 

   
 

 
 
 
 

② 

符
号
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 

本
文
の
最
初
や
、
段
落
が
え
を
し
た
と
き
の
文
頭
に
「 

 

」
が
入
る
→
半
マ
ス
の
み
空
け
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

会
話
の
「 

 

」
は
、
最
初
の
マ
ス
か
ら
入
れ
る
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＝
半
マ
ス
の
み
空
け
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

       

２ 

対
象
図
書
の
表
記
（作
品
の
後
ろ
の
部
分
）に
つ
い
て 

 
 

 
 
 
 

Ａ 

国
内
本
＝
著
者
名
の
み
（
～
著
・
～
作
は
、
省
略
） 

 
 

 
 
 
 

Ｂ 

翻
訳
本
＝
○
○
著
ま
た
は
○
○
作
（
区
別
す
る
）
△
△
訳 

 
 

 
 
 
 

Ｃ 

短
編
集
の
中
か
ら
一
編
を
選
ん
で
書
い
て
い
る
場
合
は
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
（
短
編
集
）
の
名
前
を
表
記
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作
品
の
題
名
に
は
そ
の
編
の
名
前
の
み
を
表
記
す
る
。 

 
 

 
 
 
 

※ 

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
い
ず
れ
も
作
者
名
『
書
籍
名
』
（
出
版
社
名
）
の
形
。 

   

と 「 ・ 

言 私 ・ 

っ は 彼 

た ・ 女 

。 ・ が 

 

・ 

 

 

・ 

 

 

」 

 

   



 

３ 

そ
の
他
の
部
分
に
つ
い
て 

  
 

 
 
 
 

○ 

名
前
・
学
校
名
の
確
認
は
、
特
に
慎
重
に
行
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 

佳
作
作
品
は
県
に
上
が
っ
て
こ
な
い
の
で
、
支
部
の
段
階
で
厳
重
に
お
願
い
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

○ 

類
別
の
確
認
を
慎
重
に
行
う
。 

 
 
 
 
 
(

指
定
図
書
が
自
由
図
書
に
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。) 

 
 
 
 
 
 

○ 

賞
の
確
認
を
す
る
。 

 
 

 
 
 
 

○ 

入
選
者
・
佳
作
者
名
簿
に
は
、
「
分
校
名
」
は
入
れ
な
い
。 

 
 

 
 
 
 

○ 

短
評
や
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
児
童
・
生
徒
名
は
、
原
稿
通
り
で
よ
い
。
（
ひ
ら
が
な
等
も
可
） 

 
 

 
 
 
 

○ 

短
評
・
概
評
の
校
正
は
、
審
査
員
の
見
直
し
は
な
い
の
で
、
校
正
担
当
者
で
行
う
。
大
幅
に
直
す
場
合

は
、
確
認
を
と
る
。 

 
 

 
 
 
 

○ 

概
評
の
作
品
の
数
え
方
は
、
「
二
十
一
編
」
で
統
一
す
る
。 


